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ローンしたところ， B.subtilis, E. coil内でともに発現しそれぞれに BS耐性の形質を付与し

た。以下 E.coilの系を用いて，この耐性が菌体内の BSdeaminase活性によるものであること

を確認したうえで，構造遺伝子 bsrの構造解析を試みた。また， BSの持つ広い抗菌スベクトル

から，本遺伝子をベクターマーカーとして利用する目的で，形質転換活性及び，耐性獲得の定量

的解析を行った。

1) 遠藤他，日本薬学会第106年会講演要旨集 p. 288 (1986) 
事理研

＊＊ 菱化生科研

Porous Glass ODS High-Performance Liquid Chromatography 

of Estrone, 17-,8-Estradiol and Estriol 

Yasuko KoMATA, Akiko KANEKO, Tadao FuJIE and Nobuharu TAKAI 

小股泰子，金子明子，藤江忠雄，高井信治＊

〔23rdInternational Symposium Advances in Chromatography (1986年10月，千葉）で発表〕

Reversed phase high-performance liquid chromatography (HPLC) with a home-made 

porous glass ODS column was used to assay Estrone, 17-/3曲Estrodioland Estriol. Using 

acetonitrile也water(30/70) as a mobile phase at a flow rate of 1 ml/min, the three steroids 

were analysed in 5 min. This demonstrates the considerable advantage of the present 

porous glass column in speed over conventional silica ODS columns. 

* Institute of industrial Science, University of Tokyo. 

Thiamine Disulfideの脂肪酸との複合体形成について

小股泰子，中村典子，宮崎早苗，金子明子，藤江忠雄，上回文雄＊，浦野四郎＊＊

〔日本薬学会第107年会（1987年4月，京都）で発表〕

〔目的〕 Thiamine disulfide (TDS）は生体内でThiamineに再生された後， リン酸化されて

補酵素としての作用を開始するといわれている。上回らは， TDSが炭素数の異なる脂肪酸（FA)

とジクロロエタン中で複合体を形成することを報告し，この複合体の製剤面での有効性を示唆し

ている。これらの複合体は，物理化学的相互作用により TDSlモルに対しFA6モルから生成す

ることが元素分析等から明らかにされている。しかし，その生成メカニズムに関しては明らかに

されていなし、。我々はこの点に着目しその機構を明らかにする目的でTDSとFAの会合定数，

また， TDSおよびFAの会合に関与すると思われる部位の検討を行った。

〔方法〕 TDSのメタノール溶液に種々の飽和，不飽和 FAを添加して蛍光強度（Ex;368 
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nm, Em ; 430 nm）を測定し Stern-Volmerプロットにより会合定数を決定した。また FA添加

濃度に対するジクロロエタンの中での UV吸収の変化（277nm, 233. 5 nm）を測定した。更に，

C13-NMRによる緩和時間（T1）の測定をIR法により行った。

〔結果および考察〕 メタノール中における TDSへの FAの添加量による Stern-Volmerプロ

ットにおいて直線関係が得られたことからメタノール中での両者の会合が明らかになった。一方，

FAの添加量に比例してジクロロエタン中での UV吸収は増加したが，これは複合体形成による

白濁と考えられた。また，会合定数を求めると FAの不飽和度 (18:0～18 : 3），炭素数（11: 

O～18: 0）にかかわらず約 8M-1であった。また炭素数18の FAメチルエステルについても同

様の検討を行ったところ消光現象はほとんど見られなかった。さらに TDSアセチル化体を用い

て同様に検討した結果，消光現象は小さく， UV吸収の増加は全くみられなかった。

以上の結果から， TDSとFAの会合は FAの炭素数および不飽和度には依存せず，その反応

には少なくとも TDSにおける OH基と FAカルポン酸残基が関与する可能性が示唆された。

＊ 河合製薬（株）研究所
料東京都老人総合研究所

多孔性ガラスを用いた精神安定剤のクロマ卜ゲラフィー

金子明子，金子加寿子，杉本圭子，小股泰子，藤江忠雄，高井信治本

〔日本薬学会第107年会（1987年4月，京都）で発表〕

〔目的〕 高速液体クロマトグラフィーは過去十数年の聞に大きく発展した。近年その応用範囲

が広がるに従い，し、くつかの新しい要求も出てきた。その中の一つに製造ラインでの工糧管理や

生体内の薬物濃度の動向を把握する目的で，現在より短時間で分離分析をすることが望まれてい

る。この問題を少しでも解決する目的で，演者らは現在の HPLCの装置をあまり変えることな

く，より高速化できる充填剤としてガラス ODSを試作し，いくつかの精神安定剤をサンプルに

用いて，その溶離挙動を調べた。

〔方法〕 ポアーサイズ約 550A，比表面積 85m2/g, 12～Bμmの多孔性ガラスを常法により表

面処理を行い，イオン交換水で洗浄し，乾燥後トルエン中で5時間オクタデシルトリクロロシラ

ンと反応させ， ODS化を行った。このようにして得られた粒子径約 lOμmのガラス ODSを，

150×4.0mm内径のステンレスカラムに，スラリー法で充填した。ポンプは CCPD-8000（東洋

曹達〉，検出器は UV-8000（東洋曹達〉を用いた。試料液は，ベルフェナジン，マイレン酸プロ

クロルベラジン，塩酸クロルプロマジン，塩酸チオリダジンの倍散および錠剤をメタノールで抽

出したものを使用した。検出波長は 254rmとした。

〔結果および考察〕 溶出はベルフェナジy，プログロルベラジン，クロルプロマジン，チオリ

ダジンの順であった。これらの精神安定剤の至適分離条件を決定するために流速 1.0 ml/min 

で，溶離液（メタノールー水〉の組成比を検討した。メタノール一水（75/25）の時，最も良い

分離が得られた。また，分析時聞を短縮する目的で，溶離液にトリエタノールアミンを加えた。
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